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東アジア近世知識人の一形態
──いわゆる山人について──
金　文　京*
1 　前　　言
　前近代の中国社会は、文化、政治双方の担い手である士人と文化的、政治的に士人の支配を
受ける民衆という二つの階層の関係によって説明されることが多い。このうち重要なのはむろ
ん士人であって、士と民との関係、士と皇帝権力との関係および士の形成過程とその性格など
について多くの考察がなされて来た。しかし特に宋代以降の近世社会においては、都市や商業
の発展にともなう社会の多様化により、士と民という二項対立ではもはや十全にその構造を把
握できなくなっていることも事実である。そのため近年では士と民との中間階層である吏の存
在や、都市経済の発展を担う商人、あるいはアウトサイダーとしての遊侠の徒、秘密結社など
に関心が集まっている。これに対して、筆者はそれ以外に少なくとも二つの階層に注目すべき
であると考えている。
　一つは士と民の埒外にある武人、軍人、軍隊の存在である。言うまでもなく前近代社会にお
いて全国にまたがる大規模な人的組織としては、官僚組織と軍隊組織があるのみであった。主
に士人からなる官僚組織は平時の社会を統治したが、しかし王朝交代の原動力となったのは常
に軍隊であり、平時においても軍隊は官僚に勝る財力と組織をもっていた。しかし従来の研究
では軍隊について、その制度的な側面のみが注目され、軍隊のもつ独自の文化や武人層の価値
観などはほとんど考察されていない。
　もうひとつは近世以降、特に顕著となる職業的知識人の存在である。社会の選良としての士
は、天下国家の担い手としての自覚から官僚となり統治に参画することを自らの責務と考え
る。したがって官僚の俸給は、その仕事に対する報酬としてではなく、養廉のために支払われ
るのであって、官僚は厳密な意味では職業ではない。また士人の私的側面としての文人は、自
らの修養のために詩画を作るのであって、これまた報酬のためではない。これに対して近世以
降、ある特定の知識や技能を身につけ、それによって報酬を得て生活する職業的知識人が台頭
してくる。この小文では、このような職業的知識人の姿を中国、朝鮮、日本の東アジア近世に
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共通のものとして簡単に描写してみたい。
2　中国の山人
　山人とは特に明代末期に顕著にみられる一種の知識人の形態であり、その名とは裏腹に主に
都会に生活し、詩文などによって高級官僚に寄生し、ひいては政治の裏面に暗躍する堕落した
文人として、当時から非難と揶揄の対象になっていた（沈德符《萬曆野獲編》卷23〈山人〉、
馮夢龍《山歌》、《卦枝兒》等参照）。当時、王世貞（弇州山人）、李維禎（大泌山人）など高級
文人官僚が山人を称したことから、これを文人の雅号の一種と考え、非難の対象となった数多
の山人は、文人の商業化した堕落した形態であると考える向きも従来あったが、これはむしろ
逆である。錢希言《戲瑕》卷 3〈山人高士〉に、「詞客稱山人，文士稱山人，徵君、通儒稱山人，
喜遊子弟稱山人，說客、辯卿、謀臣、策士亦稱山人，地形、日者、醫、相、訟師亦稱山人」と
あるが、本来、山人とはここにいう「地形、日者、醫、相」など医術や占術を職業とする人々
の職称であったことについては多くの証拠がある。居士が仏教信者の一形態から後に文人の雅
号に転用されたのと同じく、山人は職称からの転用によって雅号となったのである。医術や占
術以外にも民間の出版業者、絵師、製墨などの匠人が山人を称する例も多く見られる。
　さらに時代を遡ると、元代の雑劇に登場する山人は例外なくみな占い師であり、かつ自称で
はなく他称である。また陸遊の〈新裁道帽示帽工〉（《劍南詩稿》卷39）では、「山人手段雖難及」
と帽子作りの職人を山人と呼んでおり、《東京夢華録》巻 5〈京瓦技芸〉等にみえる張山人は
都会の寄席芸人であるなど、総じて山人とは「技術之士」（《太平廣記》巻72「張山人」）であ
ったといえる。同じ現象は唐代にも見られる。宋初の《文苑英華》巻231「隠逸二・山人」に
収める唐代の山人の詩の多くには売薬についての記述が見える。そもそも山人という語の出典
は、南斉の孔稚圭「北山移文」（《文選》巻43）の「山人去兮曉猿驚」にあり、本来山林で隠棲
すべき隠者が世間に出て行くことを批判する意味を寓している。いわゆる「終南の捷径」によ
って官途を求めた李泌のような人物もまた山人であったし、李白、杜甫などもある意味では職
業的詩人であって、やはり山人の部類である。現に李白は「答友人贈烏紗帽」（《李白集校注》
巻19）で「山人不照鏡、稚子道相宜」と自ら山人を称している。
　宋代以降、都市経済の発展によって都市に多くの商人が居住していたことはよく知られる
が、これら商人の出自についてはあまり考えられたことがない。いわゆる隠者や科挙に落第し
て官途に就けなかった多くの士人はどのように生計を立てていたのであろうか。それは詩作、
占術の能力や山中であれば製薬の技術によってであろう（黄山谷は科挙に落ちたら薬屋になる
つもりであったという）。それが都市の発達にともない山中の技倆をもって都市に進出し、商
人化したと考えるのが妥当であろう。
　なお仏教と山人の関係も見逃すことができない。敦煌発見の初期禅宗文献として有名な《歴
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代法寶記》には、寺院に寄寓する一種の儒者としての山人が僧侶と論争する場面があり、同様
の記述は《祖堂集》にも見られる。寺院がさまざまな技芸の集積地であり、商業とも密接な関
係をもつことを考えると、寺院における山人の存在は注目すべきであろう。未曾有の都市経済
の発展と大量の科挙落第者を生んだ明末に、山人の活躍が見られるのは当然であった。
　最後に、異人としての山人について述べる。山人といえば日本では柳田国男の山人論がすぐ
想起されるが（「山の人生」、「山人外伝資料」等）、このような山人観から中国の山人について
考えることも可能である。山岳民としての山人については、すでに《萬曆野獲編》が言及して
いる。山人はおしなべて都市の中の異人としての性格をもっている。その典型的な例は、マテ
オ・リッチ（利瑪竇）が利山人と当時呼ばれていたことであろう（《方輿勝略》呉中明序「利
山人、名瑪竇、号西泰」）。
3　日本の山人
　日本における山人は、その名称の中国からの伝来と日本における山人的存在の自生に分けて
考えることができよう。すでに平安時代の弘仁年間（810－824）に活躍した漢詩人、惟良春道
は惟山人と称しているが（《日本詩史》）、これは中国の影響であろう。しかし山人と言ってす
ぐ思い浮かべるのは蜀山人（大田南畝）と風来山人（平賀源内）である。大田南畝はいわゆる
吏隠的生活を送った人であり、平賀源内の活動は明末の山人を彷彿させる。江戸後期の町民文
化を反映した戯作者には、東里山人、鼻山人、色山人など山人号をもつ者が少なくない。その
流れは明治の立川文庫の作者（野花山人、雪花山人）や尾崎紅葉（紅葉山人）に及んでいる。
漱石山人（夏目漱石）や春畝山人（伊藤博文）、迂山人（中岡慎太郎）など、文学者、政治家、
志士の山人号もこの時代の流行であった。阪急電鉄の創立者、小林一三は後に逸翁の雅号で多
くの文化活動を行ったが、青年期には逸山人の名で時代小説を書いている。北大路魯山人のよ
うに死後なおコマーシャルに登場するのは、まさに山人の真骨頂であろう。日本の山人文化は
今後の研究課題としたい。
4　朝鮮の山人
　高麗の李斉賢《櫟翁稗説》に、頭陀山人李承休が《帝王韻記》を進上したこと、また山人悟
生なる者の詩についての批評がみえ、この時期すでに山人の呼称が中国から伝わっていたこと
がわかる。また朝鮮王朝中期の文人、許筠の漢文小説「蓀谷山人傳」は吏學官を、「張山人傳」
は三代続いた医者を主人公とする。しかし朝鮮において特徴的な現象は、16世紀以後の朝鮮王
朝後期における中人階層の活躍であろう。中人とは、医官、訳官、日官、律官、写字官、画
員、唱才など技術職を担当する下級官吏および胥吏のことであるが、朝鮮後期の新しい文学、
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思想運動はこの中人階層が主体となって起こったとされる（尹在敏《朝鮮後期中人層漢文
学의研究》 高麗大学民族文化研究院　1999）。
5 　小　　結
　山人的存在への着目は、中国史全体の構造を再検討する一つの手掛かりとなるだけでなく、
それを東アジア全体に広げることによって、この地域における多くの共通現象を考察する視点
が得られるであろう。たとえば医者と文学との関係や、技術的職業人の伝統、さらには現代中
国におけるテクノクラートと政治の関係などが考察可能な問題として措定できるはずである。
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